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第９回通常総会を開催しました 

 

 

 

５月２４日（土） 西河原公民館にて第９回 

通常総会を開催しました。 

来賓に狛江市福祉相談課長、困窮相談窓口

こまエール、狛江市社会福祉協議会事務局

長を迎え、日頃から活動を支える仲間や 

会員が参加し、２０２４年度事業・財政報告、

２０２５年度事業計画・予算案、役員の再任を承認して終了しました。 

来年は、法人設立１０年を迎えます。

１０周年事業、事業の基盤強化、 

担い手づくりや役員の刷新など 

課題は多いですが、今年度もどうぞ

よろしくお願いします。 

 

 

給食のない夏休み、狛江市の周知協力で希望する市内のひとり親世帯と就学

援助受給世帯へ無料で食品を届けます。昨年の夏休みは、１８２世帯５６７人 

（子ども３３２人）に食品を配布しました。支援を必要とする人が増える一方で、

長引く物価高の影響で寄贈食品が減っています。 

経済的に苦しい子育て世帯を地域で支え合い、親御さんと子ども達が元気に

過ごせるよう食品・配送費のご寄付など、ご支援・ご協力をお願いします。 

 

物価高騰で寄贈が減少する中、お米はコープみらいとパルシステム東京から寄贈を受け、 

受取りに来た世帯は５㎏→８㎏、宅配は３ｋｇ→５ｋｇに増やして提供できました。お渡し会 

では、“くじ引き”を実施し、一等はお菓子の宝箱、空くじなしで子どもたちに大好評でした。 

アンケートには、「一人孤独に子育てする気持ちになることもありましたが、このような 

サポートがあるだけで一人じゃないんだと思えたり、手書きのメッセージにほっこりしたり 

しています。」と書かれた方がいて、この支援が励ましになっていることを実感します。 

 

子どもたちが高校を卒業する年齢になると、当会の子育て応援の食料支援も行政の各種手当から抜けて、アウトリーチの 

手段がなくなり、終了となります。しかし、１９歳になっても学生という事で経済苦は変わらず、「更に物価が上がっている 

ので苦しい日々です。」との声もあり、支援対象を広げて希望を募ることを決めました。 

 

狛江市との食料支援連携協定の締結を受けて、５月２３日（金）松原市長と面談しました。 

市庁舎ロビーのフードドライブケース設置や倉庫のエアコン設置などへの感謝を伝え、 

“生活困窮者自立相談窓口こまエール”や“子育て応援”で食料支援を受けた方のアンケー

トを紹介し、今年度も頑張りたいと話してきました。また物価高騰で食品寄贈が減ってい

る状況から、引き続きフードバンク活動への協力を要請しました。市長からも狛江の人口

動態の詳しいお話を聞き、市在住大学生へのアウトリーチなど話題に上りました。 
 

【活動報告】 

4月 

10日 創価学会よりお米 300㎏寄贈 

10・12日 子育て応援おすそ分けお渡し会 

14日 福祉相談課・こまエールと 3者協議開催 

24日 農水省政府備蓄米 1５０㎏到着 

5月 

1日 2024年度事業・決算の監査を受ける 

22日 農水省政府備蓄米 1５０㎏到着 

23日 松原市長と面談 

24日 第 9回通常総会を開催 

29・31日 子育て応援おすそ分けお渡し会 

6月 

   4日   

福祉相談課・子ども若者政策課・学校教

育課と 2025子育て応援事業の打ち合

わせ会議 

13日 コマラジ出演 

【今後の予定】 

7月 

３日・６日・７日 子育て応援おすそ分けお渡し会 

下旬 夏休み子育て応援申し込み開始 
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２０２5年７月 

 

給食のない夏休み 食料支援で子育て全力応援！ 

➢ 春休み子育て応援は１６０世帯に食品提供 

松原市長と面談しました 

【狛江市生活困窮相談窓口「こま YELL」への提供件数】 

２０２５年４月７０件、５月５７件 

狛江市民で生活に困窮し、食の支援を必要とされる方は 

「こまエール」か「フードバンク狛江」にご相談ください。 

 

理 事 長： 田中妙幸 

副 理 事 長： 吉田栄、中島信子 

理 事： 田中究、山形美樹、星謙一  

監 事： 岡村透純、河西信美 

２０２５年度役員紹介 

➢ 子育て応援の支援対象を２０歳未満まで広げました 



 

子育て応援で繋がっている親子に楽しい体験をと、 

３月２３日（日）バルーンアート体験会を開催しました。

講師は会員のバルーンアーティスト、前座で当会の 

若手ボランティアがオーボエ演奏をしました。 

初心者キットの説明書を見ながら風船をポンプで 

膨らませ、口をくくって止めるのは大人よりお子さん

の方が上手でした。当会のスタッフも参加し、楽しいひと時になりました。 

 

 

フードドライブとは、家庭で余っている食べ物を学校や職場な

どに持ち寄り、それらを取りまとめて地域のフードバンクなど

に寄付する活動です。物価高で寄贈量が減少する中、本当に

ありがたい支援になっています。フードドライブを実施してい

ただける学校・事業者・団体を随時募集しています。 

★和泉小学校SDGs委員会 

子どもたちがフードドライブに取り組んでくれました。SDGsを学ぶ中で「フード 

ドライブなら自分たちでもできる。」と２０２２年１２月からスタート。今では委員会 

も立ち上がり学校全体の活動になっています。今回８回目。４３．８㎏の食品を集め 

て寄贈してくれました。保護者の皆さまや学校のご理解・ご協力にも感謝します。 

★株式会社 東都 リロの不動産 

２月に続き６月も２週間、社内フードドライブに取組んでいただきました。 

今後も１１月と翌年２月に、冬休み・春休みの子育て応援にあわせてフードドライブ 

を実施予定とのこと。心強い応援です。ありがとうございます。 

 

 2025年 3月～2025年 5月 

寄付・食品寄贈でご支援いただいた皆様、本当にありがとうございました！ 

■食品の寄贈（敬称略）： 創価学会/３色パステルアート/JA全農酪農部/KOYO証券㈱/アサヒグループ食品㈱/あまね訪問看護ステ

ーション/和泉小学校/岡三証券㈱/カルゲン製薬㈱/コープみらい/コープみらい染地/コカ･コーラ ボトラーズジャパン㈱/狛江市安心

安全課/ダイエー三軒茶屋/ダイエー幡ヶ谷/天理教江東分教会/東都生協/日産証券㈱/日清食品㈱/農水省/ファミリーマート狛江 

東和泉店/ファミリーマート東野川二丁目店/フーディアム下北沢/府中派遣村/マネックス証券㈱/三田会/明治ホールディングス㈱/ 

ユウキ食品㈱/楽天証券㈱/一般社団法人日本最適化栄養食協会/塩水港精糖㈱/岡三証券㈱/西光寺おてらおやつクラブ/ 

㈱トラスト・ウィン/㈱ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ ｵﾌｨｽSMS/正受院 市民の皆様のべ 152名 Amazon欲しいものリストから寄贈品 約38㎏。 

■お金の寄付：延べ 70名の皆様より総額約４６万円の寄付を頂戴しました。 
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すでに夏の暑さを味わう地球温暖化を実感します。 

２０２５年３月食品ロス問題で井出留美氏の最新刊

「私たちは何を捨てているのか」が出ました。その中に「気候変動の一因が食品ロスに 

あるということはほとんど知られていない…。」と指摘している。 

物価高騰や令和の米騒動まで起き、子育て応援を受けた世帯の返送アンケートに 

「日常の食にこれほど悩んだりお財布とにらめっこしたりの年はありませんでした。」 

「物価高や食品の値上げに頭を悩ませた一年…」や「フードバンクは心の支えです。」 

「心が温まります。」など多くの感謝の言葉ももらった。今生活はほんとに大変と思う。 

”もったいない“を”いただきます“へつなぐフードバンクの十数キロの食品提供で、 

少しホッとできるならまた今年も頑張ろうと思う。  

理事長コラム 

親子体験会でバルーンアートづくりを楽しみました 

 コマラジで食品寄贈を 

呼びかけました 

６月１３日(金)コマラジに出演しまし

た。米不足の中、アルファ米(防災

食)の美味しい食べ方のレシピを作

って提供したことなど話し、食品寄

贈・寄付なども呼びかけました。 

ちょこっと賛助団体紹介 

【 広島焼HIDE坊 神田店】  

はじめまして。広島焼 HIDE坊神田店の

小泉です。フードバンク狛江の理事とこ゚縁

があり、2024年度から賛助団体として

支援させていただいております。フードバ

ンク活動については初学者ですが、人との

つながりが支える活動だと思っています。 

当店も人とのつながりを大切にしながら、

これからも美味しい食事と楽しい時間を提

供できるよう、またフードバンク狛江さん

を継続的に支援できるよう 

励んでまいります。 

お近くにお越しの際は 

是非お立ち寄りください。 

フードドライブにご協力いただき、誠にありがとうございます‼ 

(
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 政府備蓄米を活用した食料支援 

農水省は２月からごはん食を推進する取組と

して、フードバンクへ政府備蓄米の無償交付を

始めました。米の高値が続く中、子どもたちに

お米を食べてほしいと１トンの申請を行い、３

月から６回に分けて交付を受けることになり

ました。早速届いたお米を昨年繋がった世帯

に周知し、「おすそ分けお渡し会」を実施、４月

９０世帯、５月９０世帯に各３ｋｇ提供しました。 


